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オペアンプのインバータ（図の A1）回路を追加することで、従

来のウィーンブリッジ回路に周波数制御を追加することができ

ます。低電力 OP-221 デュアル・オペアンプがこの回路に最適で

す。中心周波数 ωOは、1/R1C1に変数項 1/√α を乗じた値です。

インバータのゲインは 1/αであり、αはユニティ（公称値）です。 

 

中心周波数は、次式で求まります。 
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この回路を適用することにより、チューニング機能がウィーン

ブリッジ発振回路に追加されます。 

 

 


